
令和３年（２０２１年）８月１日

熊本県県南広域本部球磨地域振興局

球磨地域振興局復興への取組み



球磨村における道路、河川等の復旧・復興の状況

○道路の再度災害防⽌の観点から、国道２１９号等の権限代⾏を⾏う国⼟
交通省と連携し、管内４０箇所において排⽔機能を向上させる緊急⼯事
を６月末までに実施。

○球磨村内の県が管理する道路や河川等のうち、被災した７６箇所
（約２２億円）について、復旧⼯事を⾏うもの。
○７月末時点で１２箇所（約３億円）の⼯事に着手。
○なお、本格的な⼯事着手までに時間を要する箇所のうち、出⽔により
家屋等への影響が懸念される箇所等については、応急対策を実施。

１ 国道219号排水対策緊急工事１ 国道219号排水対策緊急工事

○斜⾯崩壊等による⼟⽯流に対応するため、川内川など８箇所に砂防えん
堤を計画。用地取得等を踏まえ、順次、⼯事に着手。

○村道渡⼤槻線など４路線の被災した４６箇所（約１６億円）について、
復旧⼯事を⾏うもの。
○7月末時点で１０箇所（約２億円）の⼯事に着手。

４ ⼟⽯流への緊急対策４ ⼟⽯流への緊急対策

３ 球磨村 村道の災害復旧３ 球磨村 村道の災害復旧

２ 道路・河川等の災害復旧２ 道路・河川等の災害復旧

球磨地域振興局土木部

※スケジュールは、現時点の予定であり、変更になる場合があります。

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

災害復旧事業

スケジュール
事業名等

応急工事 復旧工事

砂防えん堤イメージ

砂防えん堤イメージ

道路冠水

⼟砂堆積による路⾯冠水 堆積⼟砂緊急撤去

被災状況 施工状況
被災状況 復旧完了

復旧状況被災状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

土砂災害緊急対策事業

事業名等
スケジュール

応急 設計 工事設計応急

県道人吉水俣線(球磨村一勝地）

村道渡大槻線(球磨村渡）

⼟⽯流状況

国道219号(球磨村楮木）

川内川（球磨村神瀬）

小川（球磨村渡）

⼟⽯流状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

災害復旧事業

スケジュール
事業名等

応急工事 復旧工事

1



2



R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

11

62

スケジュール
箇所数区分

被災した
林地等の復旧

被災した
治山施設の復旧

［11か所着手］

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
区分 箇所数

スケジュール

村施行 265

県施行 渡地区 19

本工事

本工事

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

341

81

被災木材加工流通
施設等復旧事業分

なりわい再生支援
補助金分

スケジュール
箇所数区　　　分

林道施設

林産施設
(木材加工
施設等)

1

営農用機械・施設 [142件完了]

球磨村における農林業関係の復旧・復興状況

津奈⽊町福浜地内 斜め上空写真
（柳迫地区・⼤坪川 全景）

熊本県球磨地域振興局農林部

（１）営農用機械・施設、林道、林産施設
営農機械・施設については、申請件数341件のうち、R2年度中に142件が完成。

残る199件は、R3年度中に完成予定。
林道施設については、81ヵ所のうち60ヵ所を本年度、21ヵ所をR４年度に着手予定。
木材加工施設については、R4年度末までに全て完成予定。

１ 生産基盤の復旧状況

【被災したハーベスタ（水稲の脱穀機）の更新】 【被災木材加工施設の土砂撤去状況】

運搬車両、木材乾燥機、木屑
焚きボイラー、モルダー

原木仕分け設備、
製材設備一式

【球磨村内布水路の応急仮工事】

（２）農地・農業用施設
① 球磨村施行

・復旧箇所265箇所の実施設計をR３年に105件、R４年に160件を契約し完了予定。
・応急仮工事１件をR２年に発注し完了済み。R３年度末より本工事を発注し、R４年度までに
すべての復旧工事の完了を目指す。

② 県施行【渡地区】
球磨村における宅地整備や遊水地計画等の土地利用計画と整合を図りながら、関係

機関と連携し復旧計画を進めているところ。引き続き地域の方々と合意形成を図りなが
ら農地等の復旧を行う予定。
・R3.5月～6月 「渡水利管理組合 役員会」や「山口・地下・今村地区 地域再生協議会
(第１回)」へ参加し地域住民との意見等を実施。

・R3.8月中 地域住民説明会で農地復旧に関する説明を行う予定

２ 治山による山の再生・強化

吉尾工区の被災状況○球磨村の豊かな森林資源や森林空間を活用し、観光や健康、教育とも連携した「森林サービス
産業」の創出により、新たな雇用の場の確保と関係人口増加による地域活性化を推進。

○６月29日に「くまむら森林サービス産業創出協議会」が設立。今後、森林サービス産業創出の
ための情報収集、合意形成・プラン作成への支援を進め、早期の事業展開を目指す。

３ 創造的復興に向けた取組み

先進事例：メガジップライン

球磨村沢登り協議会設立総会

球泉洞：森林館

【地域再生協議会(第１回)】

応急仮工事
実施設計

合意形成・ 実施設計

R3年7月末

R3年7月末

被災した治山施設：11箇所、約2億5千万円、被災した林地等：62箇所、約43億3千万円の復旧
対策を県で施工

（１）被災した治山施設の復旧
Ｒ３年８月までに、11ヵ所中1箇所に着手し、全ての箇所の完成は、Ｒ６年度中を予定。

（２）被災した林地の復旧
Ｒ３年７月までに、62ヵ所中11ヵ所に着手。なお、本年度末までに更に17箇所を着手予定。
Ｒ４年度以降は、計画的に復旧対策に着手し、全ての箇所の完成はＲ８年度中を予定。

R3年7月末
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